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　　　　（1）

、

γ

国
民
健
康
保
険

診
療
施
設

新
い
た
し
、
又
村
民
の
皆
様
の

願
望
が
叶
え
ら
れ
ま
し
て
伝
染

病
隔
離
病
舎
の
併
設
が
許
可
さ

れ
本
年
三
月
建
築
工
事
の
竣
功

を
み
ま
し
た
の
で
従
来
の
診
療

所
を
閉
鎖
し
新
た
に
東
郷
病
院

費
開
設
し
伝
染
病
隔
離
病
舎
を

併
せ
て
二
十
九
の
べ
ソ
ト
を
設

椿

八
周
年
に
あ
た
っ
て

　
国
民
健
康
保
険
直
営
の
診
療
一
り
負
傷
し
た
り
す
る
こ
と
が
な

所
が
開
設
さ
れ
て
よ
り
八
周
年
一
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
国
民
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
年
差
保
険
病
院
は
皆
様
の
健
康
を

々
そ
の
内
容
が
充
実
さ
れ
村
民
ま
も
る
た
め
の
病
院
で
あ
り
ま

の
皆
様
の
健
康
を
ま
も
る
殿
堂
し
て
病
院
の
経
営
が
如
何
に
よ

と
し
て
使
命
を
果
し
て
参
っ
て
一
く
な
っ
て
も
皆
様
の
病
気
や
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

居
り
ま
す
こ
と
は
皆
様
と
共
に
一
高
が
殊
更
に
多
い
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
一
で
は
本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ

り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
り
ま

　
特
に
署
度
に
お
一
す
。
そ
こ
で
特
に
国
民
健
康
無

い
て
は
医
療
器
械
の
内
で
最
も
一
険
事
業
と
し
て
は
こ
の
点
に
充

重
要
な
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
分
意
を
用
い
予
防
衛
生
に
力
を

κ
線
器
械
そ
の
他
の
器
具
を
更
　
入
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
病
院
と
し
ま
し
て
も
こ
れ
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
疾
病
予
防
業
務

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
方
は
村
の
衛
生

保
険
、
病
院
の
三
者
で
樹
て
た

共
同
保
健
計
画
の
遂
行
に
進
ん

で
協
力
を
い
た
さ
れ
健
康
の
保

持
増
進
に
つ
と
め
ら
れ
尚
且
不

幸
に
し
て
病
気
や
負
傷
を
さ
れ

た
場
合
は
出
来
る
限
り
早
期
受

診
、
早
期
治
療
の
実
を
挙
げ
健

康
で
明
る
い
家
庭
の
建
設
に
つ

と
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
功
労
者
に

知
事
の
戚
謝
状

第

叢
鞭
辮
簿
撫
講
難
纒

難
器
無
難
譲
難
題
肋
靴
藩

動
態
繕
蘇
肌
監
雛
韓
ズ
胡
鑑
蟹

行
出
来
る
態
勢
が
出
来
上
っ
た
一
丁
県
か
ら
の
感
謝
状
送
付
が
継

嗣
を
来
た
し
就
申
社
会
保
障
制
一
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通

度
は
年
々
向
上
の
一
途
を
辿
り
｝
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

そ
の
大
綜
を
占
め
る
医
療
制
度
　
　
区
長
（
迫
野
内
）
舛
田
正
太

の
改
革
に
伴
っ
て
医
療
機
関
は
．
郎
。
以
下
組
合
長
（
寺
迫
）
橋

そ
の
技
術
に
お
い
て
又
施
設
そ
一
口
佐
教
。
田
代
嘉
穂
（
福
瀬
）

の
他
に
お
い
て
格
段
の
整
備
拡
一
関
野
栄
。
長
池
勝
（
小
野
田
）

充
が
な
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
の
一
森
為
夫
。
（
羽
坂
）
寺
原
董
。

で
皆
様
の
健
康
を
ま
も
る
東
郷
・
川
崎
守
。
松
原
千
三
郎
（
田
野
）

病
院
も
そ
の
施
設
完
備
に
更
に
　
草
野
翠
（
鶴
野
内
）
中
森
竹
雄

窮
鷲
雛
響
笥
墨
壷
瀬
置
綱
離

に
い
た
す
方
途
を
講
じ
て
い
る
一
（
八
重
原
）
山
口
玉
夫
（
坪
谷
）

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
申
し
述
べ
る
ま
で
も
な
く
健

康
は
何
よ
り
の
宝
で
あ
り
ま
す

一
矢
野
文
夫
。
矢
野
周
（
越
表
）

田
中
守
（
下
渡
川
）
山
床
仲
治

以
上
二
十
名
。
　
・

そ
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
日
一
二
、
福
祉
年
金
の
定
時
所
得
三

豊
の
保
健
衛
生
に
充
分
注
意
す
　
　
況
届
に
つ
い
て

る
事
が
最
も
大
切
で
あ
り
ま
す
｝
　
老
令
・
母
子
・
障
害
年
金
受

し
か
し
乍
ら
人
間
は
何
時
ど
の
「
給
者
の
方
は
昭
和
三
十
七
年
五

よ
う
な
こ
と
で
病
気
に
罹
っ
た
［
月
以
後
の
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
毎
年
行
れ
る
所
得
状

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
か

ま
せ
ん
、
此
の
届
は
五
月
十
八

日
よ
り
受
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
通
知
洩
れ
等
の
た
め
未

提
出
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
互
い
連
絡
し
合
い
ま
し
て
、

年
金
証
書
・
印
鑑
持
参
の
上
役

場
年
金
係
り
の
と
こ
ろ
ま
で
六

月
三
十
日
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い
。　
東
郷
村
で
ど
の
位
の
人
達
が

年
金
を
受
給
し
て
い
る
か
種
類

別
に
調
べ
て
み
ま
す
と
次
の
通

り
で
す
。

　
老
令
年
金
　
三
四
〇
人

　
　
　
　
　
　
四
、
○
八
万
円

　
障
害
年
金
　
四
七
人
　
八
四

　
　
　
　
　
　
万
六
千
円

　
母
子
年
金
四
二
人
　
五
九

　
　
　
　
　
　
万
二
千
円

　
計
四
二
九
人
五
、
五
一

　
　
　
万
八
千
円

三
、
免
除
申
請
書
の
提
出
に
つ

　
い
て

　
昭
和
三
十
六
年
度
分
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ

た
人
で
引
き
つ
づ
き
免
除
を
受

ψ
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け
よ
う
と
す
る
人
又
、
新
し
く

昭
和
三
十
七
年
度
の
免
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
、
六
月
三

十
日
ま
で
に
免
除
申
請
書
に
国

華
さ
い
。

　
免
除
申
請
の
方
法
は
組
合
長

さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
て
下
さ

い
。
尚
昨
年
申
請
き
れ
た
入
で

国
民
年
金
手
帳
が
返
さ
れ
て
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
噂

．
日
田
林
業
視
察
報
告
．

◇
：　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
　
平
美

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
吉
次
郎

民
年
金
手
帳
を
添
え
申
請
し
て
　
山
村
の
状
葉
自
然
禁
非
常

　
標
高
六
〇
〇
の
山
申
に
あ
る

の
が
此
の
大
分
県
日
田
市
で
あ

る
。
こ
こ
に
同
県
の
林
業
試
験

場
が
設
置
さ
れ
て
居
る
。
私
達

は
去
る
四
月
十
六
日
同
試
験
場

を
尋
ね
て
同
地
帯
の
林
業
の
状

況
を
聞
い
た
。
第
一
に
感
じ
た

事
は
途
申
の
車
窓
よ
り
眺
め
た

に
少
い
事
で
あ
る
。
更
に
人
工

林
申
其
の
殆
ん
ど
が
杉
で
あ
る

こ
の
状
態
は
同
試
験
場
で
も
述

べ
て
居
た
様
だ
。
日
田
地
区
は

海
抜
六
〇
〇
以
上
の
山
地
で
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
で
咳
　
　
　
　
　
　
鉦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
最
後
に
結
論
ど
し
て
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
事
は
杉
林
が
非
常
に
多
ぐ
手

　
　
　
　
　
　
・
砂
　
　
　
　
」
入
れ
も
充
分
に
行
わ
れ
て
居
る

　
　
　
　
　
小
林
利
三
郎
　
　
事
で
す
。
尚
私
達
が
奇
異
に
感

　　

@　

@
畝
原
秋
則
二
一
鯵
聖
算
早

く
又
五
、
六
年
位
迄
は
生
育
は
…
る
事
は
皆
様
も
御
田
知
の
事
と

螢帥�
ｻ
群
鱈
塑
思
い
・
す
が
最
近
此
の
椎
茸
原

聞
い
た
。
翌
日
水
分
峠
を
越
え

る
時
は
此
の
辺
一
帯
に
二
～
三

年
の
墨
斑
林
地
で
（
み
し
よ
う

苗
）
赤
枯
が
二
割
程
度
出
て
居

た
事
を
思
い
出
す
。
松
は
岡
崎

半
島
一
帯
が
産
地
と
説
明
さ
れ

た
。
沿
岸
地
帯
で
雨
量
も
一
、

四
〇
〇
～
一
、
六
〇
〇
位
で
杉

よ
り
松
が
適
し
て
居
る
と
の
事

木
林
原
野
が
経
済
的
な
考
え
方

か
又
将
来
の
見
透
し
か
ら
か
、

紅
雨
の
来
た
も
の
を
回
込
み
跡

地
は
杉
に
植
替
え
ら
れ
て
居
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
誠

に
惜
し
い
事
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
様
な
次
第
で
す
。
以
上
述

べ
ま
し
て
視
察
報
告
に
か
え
ま

す
。

た
が
前
回
の
改
正
に
ま
さ
る
と
・
れ
ま
す
が
山
形
の
如
何
を
問
わ

も
劣
ら
な
い
重
要
性
を
も
つ
て
ず
頂
上
迄
杉
が
植
栽
さ
れ
て
あ

い
る
の
が
四
月
二
十
五
日
に
国
る
こ
と
だ
。

会
を
通
過
し
四
月
二
十
八
日
に
　
本
村
で
は
上
部
は
松
で
あ
る

公
布
に
な
っ
た
改
正
法
で
す
。
　
の
で
此
の
点
違
っ
て
居
ろ
。
笛

紙
面
の
都
合
で
詳
し
い
こ
と
は
「
は
み
し
よ
う
苗
が
多
い
事
で
あ

畿
逡
麓
辞
霧
無
糖
燃
欝

概
要
の
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一

　
1
保
険
料
免
除
者
に
も
国
庫
「
冒
、
・
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ベ
や

補
助
が
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
、
　
・
吃
　
、
鷺
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

獣
簾
製
麗
鉄
踊
頃
岩
畳
臆
○
が
一
」
四
と
○
脂
軌
木
材
需
要
の
動
き
に
つ
い
て

て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
「
で
あ
り
且
温
度
も
年
間
平
均
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
継
雛
響
灘
欝
醐
鶴
鞠
難
癖
灘
鞭
燃
鞭
黙

，
世
人
の
醤
蔓
け
な
か
？
質
も
適
し
て
い
・
の
だ
・
思
や
も
国
民
所
得
の
伸
び
に
深
い
関
再
餐
昭
和
三
陸
年
で
せ
い

勿
論
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

人
の
二
分
一
程
度
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
低
所
得
者

層
を
守
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
趣

旨
で
あ
り
ま
す
。

2
障
害
・
母
子
．
準
母
子
．
豊

児
年
金
の
支
給
要
件
の
緩
和
が
｝

な
さ
れ
て
こ
れ
ら
の
事
故
発
缶

に
よ
る
事
実
上
の
年
金
額
が
増
「

額
に
な
っ
た
こ
と
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
の
外
福
祉
年
金
関
係
で
も
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
巾
な
改
正
が
な
さ
れ
、
受
給
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
者
本
人
の
所
得
制
限
の
増
額
一

低
額
の
公
的
年
金
受
給
者
に
対

し
て
も
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
一

公
的
年
金
の
申
盟
入
又
そ
旦

遺
族
に
支
給
さ
れ
る
増
加
恩
給
一

や
公
務
扶
助
料
等
戦
争
公
務
に

起
因
す
る
も
の
に
つ
い
て
も
特

纐
韓
計
量
鐘

こ
と
乃
あ
る
。

敏
、
鳥
＼

韻
鄭
、
－
、

㌧
酒
V
　
　
，

’
雛
－
・
卜
㌔

毛
蟹
無
い
“

嵐
難
燃
麟

撫
轍
鞠

曝
、
、
　
，

」緕遥べ

　　　　　ぜ　‘

1・イ・㌦‘垂臓

匙1、“

・彊へ，

昏　飢

　　　吃

　　知

），毎
｛　　ぐ

｛ウ　、寸

園
圃
㍉

お
き
ノ
な
ひ
モ
る
お
ト

鋸
・
ぴ
㌦
・

多
レ
触

係
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。　
昭
和
十
五
年
前
後
の
年
伐
量

は
七
～
八
千
万
石
で
し
た
が
、

そ
れ
が
二
十
年
間
に
お
よ
そ
二

倍
の
一
億
六
、
七
千
万
石
に
ふ

く
れ
て
い
る
の
で
す
。
戦
前
は

ア
メ
リ
カ
や
、
樺
太
か
ら
二
千

万
石
が
内
地
に
入
っ
て
い
た
の

ぜ
い
嘲
千
万
石
で
す
か
ら
、
こ

れ
を
差
引
け
ば
戦
前
の
三
倍
に

近
い
も
の
が
国
内
の
生
産
に
か

か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
訳
で

す
、
最
近
は
私
達
で
も
外
材
を

使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
外
材
が
昭
和
三

十
五
年
目
は
二
千
万
石
も
輸
入

さ
れ
一
億
数
千
万
ド
ル
も
の
貴

，

晦
『
「
・
噛

牧
水

釣
り
く
ら
し

帰
れ
ば
母
に

叱
か
ら
れ
き

叱
か
れ
る
母
に

わ
た
し
き
鮎
を

幼
き
日

つ
り
に
し
鮎
の

う
つ
り
香
を

い
ま
て
の
ひ
ら
に

思
ひ
出
で
つ
も

瀬
の
水
は

練
絹
な
し
つ

日
に
透
き
て

輝
け
る
瀬
に

鮎
は
遊
び
き

正しい政治は
　　　｝　　　　　　　　　　　　一

浴@　一　　　　一

　　　　　　　　　　　悪露諜淫鍔織奮弓弩歪養雑撃壌警蹴辮畿羅禦籍講　　　　　　　　　　　　腿鞍熱望縫醗撃鋸三日護蠣曜愚妻吝漫評毒講鞭公明選挙から　　　　　　　　　　　　縫直て量あ等蓼㍑藷諜窓新山鵬島黙雛粧醗暦書盟埜礫一三　　　　　　　　　　　　　ンはも造が　がそ使建製なの済材木たの二が）四二で箱のまとろ的木う出るの’場たわのの　て　　　　　　　　　　　　期馨黒熱轍鮒徽興蒲草臥8拙魏醸姦鶏愛野卜書三三ぢ　　　　　　　　　　　　作前のにの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近合材値材い需が寿木’ま七三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま云い木くずがすは作ちのの和わ万年うつ箱

「q

　　一　一　　　　『　　　　　　　　　一　　一　　　　一　　　　一

ｵ　あ　国　よ　こ
い七す六

　　ま　る　の　く　の
D　し　こ　繁　も　一・
@　よ　と　栄　し　票
@　う　を　に　　’　が
@　　　よ　も　悪　私
@　　　く　大　く　た
@　　　考　き　も　ち
@　　　え　な　し　の
@　　　て　影　　’生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ﾞのの　　とし木ぴ供にての源が今まとば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て四万昭プた二割ルた造の石な六と一しツ年がなだらへま利私いて材あ給かお内の’をすしな遇い’石和材ち対にプ’はよをり五な、たパ）始りとれとま用達わ迎化が者わりに欠右と　。てらにま○’二のでの対’実大う突’万り六。1チままするいのがはれえ鞭つとる　’問乏油き石のな私す○か十進す配し記事きに破昨石チ○そ）ツつせるの　　”てら工てし最そ題はのめ油木い達。○ら五出’割て木のく木し年かツ○れはプたん考がち利じ用質こいれ業来て大の化こ澗く化材のが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万現年がそ”等降月材てはらプ台が全を頃　。え木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石在のめの六現の築っ需お一七の　’三国作（チ方材るかかのるるがる　’のとすご渇花学のは関しららさかと花と木炭きる二に形と供’心　近で一ざ内割在産材て要り　’五二約十でる昭ツはの

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器量心残齢来購8煎酒謙聖6蠣い日量つらき黒き材素がと　’よ産い給炭を変業へにでで産でが資’み賜る業えで素寄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　達倍○くパうそ材’ま部　。○石は倍に台（十生ねれり原’木すあ業あう源石ら○炭でばあ資せ方料そ材。るとりかの遷れ年限す’り源ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しの○’ルかの四パし構こ万と一二はでチー産ば方

ま月お回
ｷは忘は
@溜れ村
@定な県　開く民

@産。税　税　の

@第　第
投　響　ま　活 い向るもを 一

　　　　票　の　た　を‘　参議院議員選挙日

@　　　7月1日

　おぽ酒顔とヒおもおやお買な帰おのいぼ◇1　とくもをてゲとのこさとてんつと仕つくお東うはのしもをうするしうつでてう事ものと小さとむてこはさご時いさてもこさをブおう学んでがいわやんくはがん来　なんしルとさ松校がも　るいしはお　　　はて　いはてドうん文す　　　　　　　こ　　　とく　が時い1さ　　山刀き　　　　　　　る　　てれ　　　々るザんか　だ　　　　　　　　　　　　　　　　も　る　　・　し　　　1はら　。　　　　　　　　　　　　　　　か　工　　　剛

一
父
の
日
に
寄
せ
て
一

ま一思いの　　中お馴
ｷ力つ社　’村で罰金日．鐵罐鴛濤懇叢離醸膝貧募蹄1ミ謝礼鍋金　し御とる愛　金に根

とに林にし
vむ業’て
｢け経木い
ﾜて営材る
ｷいの生こ。か姿産と

@ねもをを
@ぱ新目知
@なし的る
@らいとと

■＿■r畠　　　　　　　　亀

R
　
期
に
　
　
の
な
　
納
つ
’
期
て
　
　
で

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　事
～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’一

な方すと



四
「

胃7嘔ぞ｝，冊’配
1

冊冊帰 「

り

隔
噛ρ

ｭ一
（2）（128号）報三郷東昭和37年6月10日発行

騨四F
一

全
国
一
せ
い
学
力
調
査
に
つ
い
て

　
七
月
十
一
日
に
、
小
学
校
五

年
、
六
年
目
国
語
、
算
数
を
、

七
月
十
一
日
、
十
二
日
に
中
学

校
二
年
、
三
年
に
、
国
語
、
社

会
、
数
学
、
理
科
、
英
語
の
全

国
一
せ
い
学
力
テ
ス
ト
を
行
な

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
一
せ
い
学
力
テ
ス

ト
は
昨
年
も
行
わ
れ
ま
し
て
、

本
村
で
は
各
学
校
の
校
長
先
生

を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
の
御
協

力
と
、
父
兄
各
位
の
御
支
援
に

よ
り
ま
し
て
、
無
事
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
教
育
向
上
の
た
め

の
色
々
と
貴
重
な
資
料
を
得
ま

し
た
こ
と
は
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し

い
事
で
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
対
し
深
く
感
謝
い

た
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
前
記

の
通
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で

絶
大
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
文
部
省
や
教
育
委
員
会
が
、

学
力
調
査
を
全
国
同
一
問
題
で

同
じ
条
件
の
下
に
実
施
い
た
し

ま
す
目
的
は
、
小
学
校
、
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
学
力
あ
実
態

を
明
ら
か
に
い
た
し
ま
し
て
、

そ
の
学
力
の
水
準
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
行
な
う
の
で
あ
り
ま

す
。
　
児
童
生
徒
の
学
力
を
向
上
さ

せ
、
教
育
水
準
を
高
め
る
た
め

に
は
、
色
々
な
教
育
条
件
の
整

．
備
が
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
学

習
指
導
の
改
善
も
ま
た
重
要
な

こ
と
で
、
絶
え
ず
努
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
全
国
的
な
学
力
調
査
を

行
な
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、

国
は
勿
論
、
県
、
村
に
於
き
ま

し
て
も
、
児
童
生
徒
の
学
力
が

ど
の
程
度
ま
で
達
し
て
い
る
か

東
郷
村
教
育
委
貝
会

全
県
的
立
場
に
於
て
最
も
客
観

的
に
学
力
の
診
断
を
行
な
う
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
学
習
指
導
上

の
問
題
点
を
は
っ
き
り
と
ら
え

今
後
の
学
習
指
導
の
改
善
を
行

い
、
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
勿
論
こ
の
調
査
は
全
国
一
せ

い
に
実
施
す
る
関
係
か
ら
、
ペ

ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
す
の
で
学
力

の
す
べ
て
を
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
単
な
る
知
識

だ
け
で
な
く
、
理
解
の
深
さ
や

応
用
力
や
考
え
方
な
ど
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
問
題

が
作
成
さ
れ
て
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
の
種
の
テ
ス
ト
と
し
て

は
最
も
客
観
性
の
高
い
テ
ス
ト

で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
テ
ス
ト
に
対
し
ま
し
て

極
く
少
数
の
先
生
方
が
反
対
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
テ

ス
ト
の
目
的
や
結
果
の
利
用
に

つ
い
て
の
誤
解
に
よ
る
よ
う
で

す
。
た
と
え
ば
全
国
的
学
力
調

査
は
教
育
的
に
は
無
用
だ
と
か

勤
務
評
定
に
つ
な
が
る
と
か
、

軍
国
主
義
、
独
占
資
本
へ
奉
仕

だ
と
か
、
差
別
教
育
を
助
長
す

る
と
か
、
そ
の
結
果
が
ひ
と
り

ひ
と
り
の
児
童
生
徒
に
一
生
つ

き
ま
と
う
と
か
い
う
理
由
を
つ

け
て
反
対
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、

こ
の
調
査
と
は
何
等
の
関
係
も

あ
り
ま
せ
ん
。
全
く
の
曲
解
で

あ
り
ま
し
て
、
反
対
せ
ん
が
た

め
に
作
ら
れ
た
理
由
に
し
か
過

ぎ
ま
せ
ん
。

　
以
上
全
国
学
力
調
査
実
施
に

つ
い
て
、
本
村
教
育
委
員
会
の

考
え
方
の
一
端
を
記
し
ま
し
て

父
兄
各
位
の
全
面
的
な
御
協
力

を
重
ね
て
懇
請
い
た
し
ま
す
。

参
議
院
議
員
の
選
挙
に
思
う

　
七
月
一
日
に
参
議
院
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
御
承
知

の
よ
う
に
、
参
議
院
議
員
の
任

期
は
、
六
ケ
年
で
そ
の
半
数
が

三
年
毎
に
、
改
選
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の

改
選
は
一
二
五
名
で
内
地
方
区

七
五
名
、
全
国
区
五
〇
名
で
外

に
補
欠
二
名
の
選
挙
が
行
わ
れ

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
参
議
院
議
員
の
選
挙
は
よ
く

「
人
を
選
ぶ
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
参
議
院
は
「
衆
議

な
識
見
と
卓
越
し
た
政
治
手
腕

を
有
し
、
誠
実
に
し
て
人
間
性

豊
か
な
人
物
を
選
ぶ
こ
と
が
最

も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ

う
。
か
り
そ
め
に
も
情
実
に
流

れ
た
り
力
に
屈
し
た
り
し
て
心

に
も
な
き
人
物
に
投
票
す
る
が

如
き
こ
と
の
な
い
よ
う
に
っ
と

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
何
も
の
に
も
汚
染
さ
れ
な
い

清
い
＝
票
を
投
じ
て
公
明
選
挙

の
実
を
あ
げ
る
事
に
つ
と
め
ま

し
よ
う
。
　
「
こ
の
一
票
誰
れ
の

学
力
の
・
の
蔑
す
・
れ
て
お
醗
愚
論
薄
明
剛
建
酌
西
門
曙
ま
せ
ん
、
の
標

り
、
ど
の
よ
う
な
面
が
劣
っ
て
　
い
わ
れ
る
こ
と
か
ら
の
事
で
し
一

い
る
か
、
ま
た
ど
ん
な
傾
向
が
皿
よ
う
が
・
し
か
し
候
補
者
が
い
三

な
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
ひ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

と
り
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
や
、
ま
た
学

校
全
体
の
学
力
の
到
達
程
度
を
一

全
国
水
準
や
県
の
水
準
と
比
べ
．

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結

果
、
ど
の
教
科
の
ど
ん
な
と
こ

ろ
の
指
導
が
徹
底
し
て
お
り
、
｝

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
弱
点
が
あ
る
一

か
な
ど
、
そ
の
長
所
や
短
所
を
…
ず

全
国
的
な
立
場
に
於
て
、
ま
た
｝
を

家計簿に偲ぶ

　　　一　　一　一二

本多とめ子

や
ら
感
心
す
る
や
ら
…
…
一
円
「
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
私
も

の
無
駄
も
な
く
綿
密
に
記
帳
さ

れ
メ
モ
調
に
は
子
供
の
生
長
が

古
い
家
計
簿
に
よ
っ
て
其
の
時

々
の
断
片
が
如
何
に
大
切
な
も

海
難
襲
は
塾
の
麓
籾
織
し
罷家
計
簿
が

で賄

ﾒ
鐘
縫
講
器
薩
魏
舞
価
糠
籍
鵜

　・

ﾉ
感
致
・
て
お
空
解
電

・
き
を
尋
ね
て
新
し
き
を
知
る
と
一

一

　
私
達
が
親
と
別
居
し
て
独
立
一

の
生
計
を
営
む
様
に
な
っ
た
の
一

は
八
年
前
当
時
主
人
の
給
料
も

微
々
た
る
も
の
で
親
子
四
人
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

生
活
は
並
大
鎌
な
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
主
人
が
長
男
一

の
せ
い
も
あ
っ
て
親
元
の
面
倒
．

家
計
簿
に
依
る
生
活
設
計
の
賜
一
記
す
事
に
し
ま
し
た
が
当
時
の

家
計
簿
と
比
べ
て
感
無
量
で
す

［
ふ
る
さ
と
を
偲
ぶ
会

都
　
甲
　
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
八
日
新
緑
し
た
た
る

も
一
応
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
深
・
に
囲
ま
れ
島
上
の
坊
越

と
あ
っ
て
は
猶
更
で
し
た
。
楽
一
智
漢
水
弾
に
て
定
例
の
「
ふ
る

し
い
筈
の
新
婚
生
活
の
夢
も
は

か
な
く
二
児
を
生
む
迄
不
馴
れ

な
農
業
に
従
事
し
て
来
た
私
も

別
居
と
云
う
ひ
な
ん
場
所
に
幾

ら
か
ボ
ツ
と
す
る
気
持
に
な
っ

た
も
の
の
さ
て
明
日
か
ら
の
生

活
設
計
を
恕
側
に
し
た
も
の
か
一

と
迷
っ
た
も
の
で
し
た
が
、
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　・
さ
と
を
偲
ぶ
会
」
は
開
か
れ
ま

τ
罷
午
後
六
時
半
か
ら
七
時

皿
に
か
け
て
集
っ
た
面
々
、
越
智

会
長
夫
妻
、
都
甲
夫
妻
、
高
森

通
夫
夫
妻
、
海
野
強
夫
妻
、
高

森
文
夫
氏
、
塩
月
良
一
氏
、
矢

野
敬
氏
で
海
野
重
夫
氏
は
日
時

を
忘
れ
て
珍
事
、

人
雑
誌
に
の
っ
て
た
家
計
簿
を
一
と
後
日
の
物
語
り
。
出
席
率
の

研
究
し
私
な
り
の
家
計
簿
を
つ
」
よ
い
こ
と
は
こ
の
会
の
誇
り
。

け
る
様
に
な
り
ま
し
た
が
一
三

の
無
駄
も
出
来
な
い
乏
し
い
家
「
清
子
夫
人
の
際
し
を
に
か
け
た

創

薄
く
切
ら
れ
て
あ
っ
て
は
味
が

な
い
。
分
厚
く
如
何
に
も
歯
ご

た
へ
あ
る
ご
と
く
切
っ
て
あ
っ

て
と
て
も
お
い
し
い
。
青
葉
の

頃
合
い
の
味
が
あ
り
、
き
ち
ん

き
ち
ん
と
し
た
肉
じ
ま
り
の
健

康
的
な
味
も
し
て
ま
さ
に
満
点

他
の
皿
に
盛
ら
れ
た
葉
つ
ば
や

き
う
り
、
さ
て
は
蕗
の
佃
煮
、

こ
れ
は
越
智
さ
ん
の
家
の
背
戸

　
　
　
　
　
　
　
残
念
だ
つ
た
・
に
と
れ
た
ん
だ
と
お
自
慢
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
。
小
皿
の
も
の
は
忽
ち
ぺ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
、

さ
て
当
夜
の
御
馳
走
は
、
越
智
ん
な
山
野
菜
が
好
き
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
こ
れ
も
ぺ
う
り
、
越
智
さ
ん
も

磯立
論
鮒
霞
芦

灘
鞍勢

轡
騨
、

簾
賜
、
鞭

子供会運営費つくりの共同作業風景

Y婦入グループ（茶摘み）

N婦人グループ（役場の清掃）

①
　
②

、

い
し
そ
う
に
飲
ん
で
い
る
が
、

酔
う
と
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の

か
を
知
っ
て
か
知
ら
ぬ
か
「
や

っ
て
る
ね
：
」
思
わ
ず
心
配
し

て
や
っ
て
見
た
く
な
る
位
、
だ

が
い
い
こ
と
だ
。

　
年
に
四
回
忌
こ
の
集
い
。
飲

ん
で
酔
へ
ば
車
が
つ
れ
て
帰
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
話
題
は
相
変
ら
ず
山
蔭
の
話

計
で
し
寒
い
子
供
の
盛
彊
山
の
も
の
畑
の
も
の
野
海
野
さ
ん
も
皿
の
も
の
は
早
く
藪
譲
叔
顯
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
り
。
昔
富
高
新
町
か
ら
小
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
車
に
日
用
雑
貨
品
を
積
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
足
も
余
り
丈
夫
で
な
か
っ
た
春
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ん
の
話
し
、
永
田
か
ら
赤
い
一

　　

@　

@　

@　

@　
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@
購
霧
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爵
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痛
ら
ん
が
歌
と
も
浄
る
り
と
も
一

私
も
近
頃
は
め
っ
き
り
壬
て
く
れ
る
．

記
録
も
合
せ
て
日
記
代
用
に
も
一
の
も
の
と
、
野
菜
料
理
を
中
心
無
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
と
う

使
っ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
と
し
た
御
馳
走
ふ
り
、
な
る
べ
　
と
う
そ
れ
ぞ
れ
の
奥
さ
ん
の
を

　
あ
れ
か
ら
八
年
、
昨
年
商
業
く
魚
肉
を
さ
け
た
文
化
料
理
と
　
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

を
す
る
関
係
上
、
金
銭
の
や
り
一
い
っ
た
と
こ
ろ
に
主
眼
を
お
か
　
「
ち
っ
と
す
く
ね
か
っ
た
ね
」

く
り
に
複
雑
さ
が
加
わ
り
何
時
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
皿
と
越
智
さ
ん
の
弁
解
。
背
戸
に

と
も
な
く
記
帳
が
お
ろ
そ
か
に
　
　
塩
月
、
矢
野
と
い
っ
た
若
者
一
生
え
て
い
る
蕗
が
ま
だ
少
い
の

な
り
、
つ
く
づ
く
残
念
に
思
う
一
に
は
聯
か
不
満
顔
、
た
だ
一
つ
一
だ
ろ
う
。

と
共
に
不
自
由
を
感
じ
ま
し
た
一
「
目
に
青
葉
　
　
」
の
時
期
な

　
昨
年
末
大
掃
除
の
時
、
当
時
一
の
で
鰹
を
た
べ
る
こ
と
だ
け
は

の
家
計
簿
を
見
つ
け
私
は
掃
除
一
皆
の
注
文
で
あ
っ
た
の
で
、
夫

も
忘
れ
て
古
い
家
計
簿
に
見
入

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
月
給
七
千
余
毒
、
家
賃
千
円

主
食
千
五
百
円
、
娯
楽
費
三
百

円
、
貯
金
五
百
円
等
々
と
本
当
｝

に
切
り
つ
め
た
生
活
、
良
く
皇

っ
て
来
た
も
の
だ
と
A
，
更
驚
く
一
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■

あ
る
か
な
ど
、
実
態
を
知
る
主
ず
れ
か
の
政
党
に
属
し
ま
す
以
…

と
が
出
来
ま
す
。
　
　
　
　
．
　
…
上
・
覚
の
政
策
を
無
視
す
る
こ
一
…

　
各
学
校
で
は
こ
の
調
査
を
行
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
ど
の
党
の
政
策
が
最
も
我
か
轟

国
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
も
の
で
漏

あ
る
か
、
ま
た
社
会
を
明
ぞ
…
…

し
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
豊
か
に
　
“

す
る
も
の
で
あ
る
か
を
よ
く
検
藁

討
す
る
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　
一
開

人
と
し
て
竺
か
ら
＋
ま
で
」
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

党
の
利
害
関
係
だ
け
に
執
着
せ
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
、
続
立
っ
て
公
正
に
も
の
三

夏
の
健
康
を
守
る

　
　
　
伝
染
病
予
防
の
注
意
書

る
人
格
高
潔
で
高
適
；
－
一
－
－
一
l
－
巳
ー
ー
－
－
－
－
－
－
－
－
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噂

◎
小
児
ま
ひ
、
日
本
脳
炎
、
赤
痢
に
特
に
気
を
つ
け
ま
し

　
よ
う
。

①
蚊
や
蝿
、
ご
き
ぶ
り
の
駆
除
を
い
た
し
ま
し
よ
う

②
食
前
や
外
出
か
ら
帰
っ
た
時
は
必
ず
手
を
洗
い
ま
し

　
　
よ
・
つ

③
生
も
の
に
注
意
し
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
を
や
め

　
　
ま
し
よ
う

④
病
気
の
う
た
が
い
の
あ
る
時
は
早
く
医
師
の
診
察
を

　
　
う
け
ま
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

⑤
体
温
計
は
ぜ
ひ
と
も
一
家
に
一
本
は
備
え
ま
し
よ
う

　　　　　　　　　　　　　　　■　一　　　　　　　　　　　　　　一　．　　　　　　　　　　　　　ヨロ　　　　　　　　　　　　，「巴　　　　　　　　　　　lPヨ　　　　　　　　　　のコ　　　　　　　　　■『　　　　　　　　瞬一一　　　　　　田　　　■「塑　　　ロ　　謄＿　三凹

－
－
－
一
。
－
－
－
」
｝

入
も
心
得
た
り
と
大
皿
に
盛
ら

れ
た
分
厚
い
さ
し
み
、
こ
れ
か

’撫盗E甑 尋蜘h龍幅朝“

経
験構

　
酒
が
相
当
に
交
わ
さ
れ
て
ほ
　
つ
か
ぬ
歌
を
う
た
っ
て
子
供
を

ろ
酔
い
気
分
に
な
る
と
ま
す
ま
一
喜
ぱ
せ
て
く
れ
た
喜
兵
い
ち
い

す
こ
の
蕗
が
ほ
し
く
な
っ
て
来
一
さ
ん
。
近
代
に
な
っ
て
佐
藤
垢

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
石
さ
ん
が
甲
斐
善
平
さ
ん
等
と

御
夫
人
さ
ん
方
は
梅
酒
を
お
一
三
川
下
り
を
し
た
と
き
の
あ
の

纏灘

　
禦
’

魏
一
M

　
鞍
・

有
名
な
福
瀬
の
岩
お
ち
ゃ
ん
の

話
し
、
次
か
ら
次
へ
と
郷
土
の

有
名
故
人
の
古
事
来
歴
。

　
し
か
し
塩
月
、
矢
野
、
に
海

野
夫
人
、
高
森
夫
人
等
は
話
し

の
中
味
が
ぴ
ん
と
来
な
い
の
で

面
白
く
も
無
さ
そ
う
だ
が
、
話

の
中
味
よ
り
も
、
話
し
の
こ
と

ば
や
ゼ
ス
チ
ュ
ア
が
お
か
し
い

の
だ
ろ
う
、
一
し
ょ
に
な
っ
て

笑
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

事
に
は
お
か
ま
い
な
し
に
話
題

は
郷
土
よ
り
一
．
歩
も
外
に
出
な

い
。
　
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
生
活
し

て
い
る
者
同
士
が
こ
う
し
て
集

っ
て
酒
を
交
わ
し
て
通
ず
る
気

心
の
美
し
さ
、
朗
ら
か
さ
、
壁

も
何
も
無
い
七
つ
裸
な
交
り
、

三
味
線
も
太
鼓
も
何
も
い
ら
ぬ

酒
と
話
し
か
ら
免
れ
る
笑
い
声

が
こ
の
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。

　
次
回
は
九
月
十
七
日
坪
谷
の

子供の日の風景

Y子供会のドッヂボール大会

祝賀のだんをつくる母親たち

①
　
②

’

ζ、

牧
水
祭
を
皆
で
出
か
け
て
見
学

し
、
そ
し
て
郷
土
で
一
日
遊
ん

で
そ
の
後
秋
草
料
理
の
出
廻
る

頃
、
都
甲
邸
で
開
く
こ
と
を
約

し
て
散
会
し
ま
し
た
。

六
月
＋
七
日
は

　
父
の
日

　
六
月
十
七
日
は
「
父
の
日
」

で
す
。
日
ご
ろ
一
家
の
柱
石
と

し
て
身
を
こ
な
に
し
て
働
い
て

下
さ
い
ま
す
お
父
さ
ん
に
感
謝

を
さ
さ
げ
ま
し
よ
う
。

牧
水
先
生
の
父
を

憶
う
歌

◇
誰
れ
か
が
「
イ
ギ
リ
ス
人
は

歩
き
な
が
ら
考
え
る
、
フ
ラ
ン

ス
人
は
、
考
え
て
走
り
出
す
、

イ
ス
パ
ニ
や
人
は
、
走
っ
た
後

で
考
え
る
」
と
言
っ
た
。
こ
れ

「は

C
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ

「・

p
。
や
の
国
民
性
を
害
し

た
言
葉
だ
ろ
う
が
我
が
国
民
性

ぼ
、
わ
が
東
郷
村
民
性
は
、
こ

一のど
の
部
類
に
近
い
だ
ろ
う
か

一
も
し
も
、
歩
き
な
が
ら
も
考
え

ず
、
考
え
な
い
で
走
り
出
し
、

ほ
た
ほ
た
と
よ
ろ
こ
ぶ
父
の
走
っ
た
後
で
も
考
え
な
い
と
い

あ
か
ら
顔
こ
の
世
な
ら
ぬ
奪
う
型
の
人
間
で
あ
っ
た
と
す
れ

さ
に
涙
お
ち
ぬ
れ

老
い
ふ
け
し
父
の
友
ど
ち
う

ち
つ
ど
ひ
酒
酌
変
、
の
窓
の
酒
家
に
呈
す
る
言
葉
の
よ
う
に

夕
陽
　
　
　
τ
思
わ
れ
る
．
「
飲
み
な
が
ら

ま
ん
ま
る
に
袖
ひ
き
あ
は
せ
考
え
る
、
考
え
て
か
ら
飲
む
。

足
ち
ぢ
め
日
向
に
ね
む
る
父
飲
ん
だ
後
で
考
え
る
」
と
。

よ
風
邪
ひ
か
め

r
臨
↓
臨
げ
、
静
　
　
e
雛
ヒ

ぱ
大
変
で
あ
る
。

◇
こ
の
語
を
次
の
よ
う
に
置
き

換
え
て
み
る
と
、
な
ん
だ
か
愛

…
◇
何
は
と
も
あ
れ
時
は
六
月
・

お
も
ほ
へ
は
父
も
鮎
を
ば
よ
新
緑
の
候
、
農
家
は
猫
の
手
も

く
釣
り
き
わ
れ
も
釣
り
に
き
借
り
た
い
季
節
。
労
働
力
が
老

そ
の
下
つ
瀬
に
　
　
　
　
　
令
化
し
た
現
状
で
は
特
に
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
感
が
深
い

釣
り
得
た
る
鮎
と
り
に
が
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇
こ
の
姿
を
何
と
か
解
決
す
べ

笑
ふ
時
父
が
わ
ら
ひ
は
瀬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
道
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

響
き
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
耕
の
機
械
化
は
さ
る
こ
と
な

い
つ
く
に
か
父
の
導
き
こ
ゆ
一
が
ら
・
共
同
作
業
・
共
同
炊
事

こ
の
古
き
大
き
な
る
家
の
漱
等
々
・
新
し
い
角
度
か
ら
検
討

の
ゆ
ふ
べ
に
　
　
　
　
　
　
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
無
月
や
芒
に
風
の
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
β

　
　
　
　
も
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